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913 幽霊塔
江戸川乱歩//著　宮崎駿

//口絵　岩波書店
幽霊塔と呼ばれる屋敷に住む光雄が、美女の秋子
と出会い、謎の事件が起きる怪奇ロマン作品。

913 水族館メモリーズ
木宮条太郎//著
実業之日本社

写真を見て、過去を振り返る『水族館ガール』のス
ピンオフ作品。クラゲとペンギンが登場する話。

913 映画 謎解きはディナーのあとで
東川篤哉//原作

小学館
久々のバカンスでシンガポールへ向かう麗子と影山。そ
の道中の豪華客船で、殺人事件に巻き込まれてしまう。

913 #殺人事件の起きないミステリー
岡崎琢磨　他//著

宝島社
タイトル通り、人が死なないミステリー短編集です。
怖がりなあなたでも、ミステリーを楽しめます。

911
新装版　行為の意味
青春前期の君たちへ贈る心の詩

宮澤章二//著
ごま書房新社

3.11の震災後、CMで流れていた『行為の意味』という有
名な詩。他にも、皆さんの心に響く詩がたくさんあります。

910
五〇人の作家たち
日本文学って、おもしろい！

岡山典弘//著
新典社

50人の作家と作品の魅力を紹介しています。似顔
絵や写真とともに当時のエピソードも掲載。

451
地球温暖化を解決したい
―エネルギーをどう選ぶ？

小西雅子//著
岩波書店

地球温暖化を解決するカギは、エネルギーの選び方で
す。そのためにエネルギーの長所・短所を知ろう。

049 大人も知らない？ふしぎ現象事典
「ふしぎ現象」研究会//
編　マイクロマガジン社

よくある「勉強しなさい」と言われると、勉強したくな
くなる現象。これには、名前があったのです。

019
ソロモン諸島でビブリオバトル
ぼくが届けた本との出会い

益井博史//著
子どもの未来社

図書館も本屋もない島で、本の楽しさを知ってほし
くてビブリオバトルをやろうと奮闘する実話。

       新　着　図　書　（寄 贈 図 書）　リ　ス　ト

たまにはゆったり家族で読書

今月は、家庭で読むおすすめの本を紹介します。図書室では、夏休み前になると5冊まで借りられる

特別貸出をしています。家族で同じ本を読んで、いつもとは違う会話を楽しんでみてはいかがですか。

『もしものときに役立つわが家の防災ハンドブック』 山村武彦：監修 家の光協会

この本は、被災直後の対処法や日ごろの備え、被災後の支援など、それぞれの場面での正しい知識

が身につけられる一冊です。家族と一緒に、独自の防災マニュアルを作ってみるのもおすすめです。

『空想科学読本 １７ いちばん強いのは誰⁉編』 柳田理科雄：著 KADOKAWA

マンガやアニメ、特撮の研究を２０年続けてきた著者が比較調査し、さまざまなジャンルのNo.１

が誰なのかを発表しています。オドロキの飛び方部門で1位になったゴジラＶSガメラは必読です！

『日本人の知らない日本語』 蛇蔵＆海野凪子：著 KADOKAWA

日本語学校の先生である著者が、外国人生徒との日常をコミカルに描いたコミックエッセイです。

個性的すぎる外国人生徒も魅力的で、日本語に対する注目ポイントが面白い作品です。

『タブレットチルドレン』 村上しいこ：著 さ・え・ら書房

中2の心夏は、クラスの男女でAIの子どもを育てる課題を出され、不愛想な温斗と毒舌小学生マミ

を育てることになります。心夏の胸にグサッと刺さるマミの言動が、今までの自分と重なります。

『意味がわかると鳥肌が立つ話』 蔵間サキ：著 Gakken

読み始めは普通のお話。ページをめくると、悲しい話やバッドエンド、感動や

笑いにもなります。怖いだけでなく、いろいろな意味でぞわっと鳥肌が立つ短編

集です。寝苦しい夏の夜にぴったりの１冊です。


